


かかみがはら百科＋　戦後80年 各務原市と太平洋戦争かかみがはら百科＋　戦後80年 各務原市と太平洋戦争

各務野から航空機の町へ若者たちを育てた航空技術者教育

学費がいらず、3か年の課程を修了した者は、中等学校卒業と同等の資格が得られるとされ、
学習意欲がある生徒が集まった。

岐阜陸軍航空整備学校の課程を修了すると、中等学校の卒業と同等の資格が
得られるとされた。

写真５　航空整備学校での整備作業実習（『岐阜陸軍航空整備学校案内』より）

写真４　技能者養成所での教育（1943 年 3月卒業アルバムより）

写真１　モーリス・ファルマン機  各務ヶ原飛行場に到着 （1917年6月11日）

写真２　川崎航空機岐阜工場での飛燕の組立 （1944 年頃）

写真３　那加町中山道商店街のにぎわい（1940年『空都各務原絵葉書』より）

　

１
９
３
９（
昭
和
14
）年
に
飛
行
第
一
戦

隊
が
、
１
９
４
３（
昭
和
18
）年
に
飛
行
第

二
戦
隊
が
満
州
に
移
駐
す
る
と
、
各
務
ヶ

原
飛
行
場
は
教
育
飛
行
隊
や
岐
阜
陸
軍
航

空
整
備
学
校
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
戦
争
の
拡
大
と
と
も
に
、
航
空
技
術

者
の
大
量
養
成
が
急
務
と
な
り
、
陸
軍
各

　

務
原
航
空
支
廠
で
は
技
能
者
養
成
所
が
、

川
崎
航
空
機
工
業
で
は
青
年
学
校
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
各
務
ヶ
原
飛
行

場
は
、
航
空
技
術
者
教
育
の
舞
台
と
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

１
９
４
１（
昭
和
16
）年
、
陸
軍
省
令
が

公
布
さ
れ
、
各
務
原
陸
軍
航
空
支
廠
技
能

　

者
養
成
所（
１
９
４
３
年
に
各
務
原
陸
軍

航
空
廠
技
能
者
養
成
所
と
改
称
）が
誕
生

し
ま
し
た
。
技
能
者
養
成
所
で
は
、
座
学

に
よ
る
学
科
授
業
と
実
技
に
よ
る
術
科
教

習
が
繰
り
返
さ
れ
る
毎
日
で
し
た（
写
真

４
）。
生
徒
は
名
鉄
二
十
軒
駅
前
の
寄
宿

舎
に
入
り
、
軍
隊
さ
な
が
ら
の
厳
し
い
集

団
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
日
夜
勉
学
に
励

み
ま
し
た
。

　

１
９
４
３
年
３
月
、
航
空
機
整
備
の
技

術
者
を
短
期
間
に
大
量
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
各
務
ヶ
原
飛
行
場
東
に
岐
阜
陸

軍
航
空
整
備
学
校
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
同
年
４
月
に
、
飛
行
場
西
に
分
校

と
し
て
西
校（
第
二
教
育
隊
）が
増
設
さ

れ
、
本
校
は
東
校（
第
一
教
育
隊
）と
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
教
育
期
間
は
、
基
礎

教
育
６
か
月
と
専
門
教
育
１
か
年
で
、
生

徒
は
日
夜
学
科
や
実
習
に
励
み
ま
し
た

（
写
真
５
）。

　

中
堅
技
術
者
、
工
員
の
養
成
を
目
的
と

し
て
、
１
９
３
９
年
１
月
、
私
立
川
崎
航

空
機
岐
阜
青
年
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

研
修
期
間
は
原
則
３
か
年
で
、
人
員
も
１

　
期
生
８
０
０
名
、
２
期
生
５
０
０
名
、
３

期
生
１
２
０
０
名
の
規
模
で
、
大
量
養
成

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
務
ヶ
原
飛
行
場
を
巣
立
っ
た
若
い
技

術
者
た
ち
は
、
あ
る
者
は
戦
地
に
、
あ
る

者
は
国
内
外
の
工
場
や
飛
行
場
に
赴
き
ま

し
た
。
そ
の
中
に
は
、
戦
場
に
散
っ
て

い
っ
た
者
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
彼
ら
の

う
ち
戦
争
で
生
き
残
っ
た
者
は
、
培
っ
た

技
術
を
生
か
し
て
、
日
本
の
戦
後
復
興
を

支
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
「
た
だ
青
草
の
み
生
ず
」と
江
戸
時
代
の

学
者
・
貝
原
益
軒
が
記
し
た
各
務
野
は
、

作
物
の
生
育
に
適
さ
ず
、
原
野
の
ま
ま
秣

場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
程
度
で
し
た
。
こ

の
各
務
野
に
飛
行
場
と
し
て
の
可
能
性
を

見
出
し
た
の
は
、
当
時
の
陸
軍
で
す
。
平

地
で
排
水
が
良
く
、
周
囲
に
何
も
な
い

広
々
と
し
た
各
務
野
は
、
飛
行
場
に
は
格

好
の
地
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
の
で
す
。

　

１
９
１
７（
大
正
６
）年
６
月
11
日
、
所

沢
の
飛
行
場
か
ら
３
機
の
モ
ー
リ
ス
・

フ
ァ
ル
マ
ン
機
が
飛
来
し
ま
す（
写
真

１
）。
16
日
に
開
場
式
が
行
わ
れ
、
所
沢

に
次
ぐ
日
本
で
２
番
目
の
飛
行
場
、「
各

務
ヶ
原
飛
行
場
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

１
９
１
８（
大
正
７
）年
10
月
、
所
沢
か

ら
航
空
第
二
大
隊
が
鵜
沼
に
移
り
、
１
９

２
０（
大
正
９
）年
５
月
に
は
、
航
空
第
一

大
隊
も
那
加
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。
同
年

９
月
に
は
、
蘇
原
に
陸
軍
航
空
本
部
補
給

部
各
務
原
支
部（
後
の
各
務
原
陸
軍
航
空

廠
）が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

各
務
ヶ
原
飛
行
場
は
陸
軍
航
空
の
重
要
な

拠
点
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

１
９
２
２（
大
正
11
）年
、
川
崎
造
船
所

は
蘇
原
村
字
野
村
に
飛
行
機
部
各
務
原
分

工
場
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
が
飛

行
場
の
隣
で
、
試
験
飛
行
を
行
う
の
に
都

合
が
よ
か
っ
た
か
ら
で
す
。
戦
争
の
拡
大

に
よ
る
航
空
機
需
要
の
増
加
に
伴
い
、
１

９
３
７（
昭
和
12
）年
に
は
神
戸
か
ら
約
１

２
０
０
名
を
移
住
さ
せ
、
川
崎
航
空
機
工

業
各
務
原
工
場
と
改
称
。
１
９
３
９（
昭

和
14
）年
に
は
、
さ
ら
に
岐
阜
工
場
と
改

称
し
ま
し
た
。

　

川
崎
航
空
機
工
業
は
、
転
属
者
の
た
め

に
雄
飛
ヶ
丘
地
区
、
楠
地
区
、
旭
地
区
に

大
社
宅
群
を
建
設
。
住
宅
と
と
も
に
、
病

院
、
倶
楽
部
ハ
ウ
ス
、
運
動
場
な
ど
の
福

利
厚
生
施
設
も
建
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

ま
さ
に「
町
づ
く
り
」で
し
た
。

　

戦
争
が
激
し
く
な
る
と
、
川
崎
航
空
機

工
業
の
従
業
員
数
は
、
最
大
で
４
万
５
２

３
６
人
に
な
り
ま
す
。
三
式
戦
闘
機
キ
61

「
飛
燕
」は
、
最
盛
期
に
は
月
２
５
０
機

が
生
産
さ
れ
ま
し
た（
写
真
２
）。

　

人
口
は
急
増
し
、
那
加
村
は
１
９
４
０

（
昭
和
15
）年
に
、
蘇
原
村
と
鵜
沼
村
は

１
９
４
３（
昭
和
18
）年
に
町
制
を
施
行
し

ま
す
。
商
業
も
発
達
し
、
各
務
原
は「
空

都
」と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
発
展
し
て
い
き

ま
し
た（
写
真
３
）。

岐
阜
陸
軍
航
空
整
備
学
校

私
立
川
崎
航
空
機
岐
阜
青
年
学
校

航
空
技
術
者
教
育
の

舞
台
と
な
っ
た
各
務
ヶ
原
飛
行
場

各
務
原
陸
軍
航
空
廠

技
能
者
養
成
所

各
務
ヶ
原
飛
行
場
を
巣
立
っ
た

技
術
者
た
ち

航
空
機
産
業
の
町
へ

陸
軍
航
空
の
拠
点

各
務
ヶ
原
飛
行
場
の
開
設

空
都
各
務
原

え

ど

と
こ
ろ

か
い
ば
ら
え
き
け
ん

は
い
す
い

ま
ぐ
さ

ばざ
わ

う
ぬ
ま

な

か

そ
は
ら

き
ょ
て
ん

し
ょ
う

か
わ
さ
き

と
な
り

じ
ゅ
よ
う

と
も
な

か
い
し
ょ
う

ぎ

ふ

ゆ
う
ひ

が
お
か

く
す
の
き

あ
さ
ひ

く

ら

ぶ

し
せ
つ

ひ
え
ん

せ
ん
と
う
き

く
う

と

か
か
み

の

み

が

か
か

は
ら

ほ
き
ゅ
う

い
ち
ゅ
う

し
し
ょ
う

ぶ

た
い

く

に
じ
っ
け
ん

は
げ

ち
ゅ
う
け
ん

お
も
む

か
れ

つ
ち
か

あ
お
く
さ

あ
ざ
の

む
ら

ま
ん
し
ゅ
う

し
ょ
う
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各務原空襲の実態戦時下の暮らし

写真10　「昭和二十年  書通知書綴」（表紙）

写真８　那加駅から出征する兵士を見送る人 （々岐阜基地所蔵資料）

写真９　前宮村の警防団・国防婦人会による防火演習（1943年）

　

１
９
４
４（
昭
和
19
）年
７
月
、
マ
リ
ア

ナ
諸
島
が
米
軍
の
手
に
渡
る
と
、
そ
こ
に

建
造
し
た
飛
行
場
か
ら
大
型
爆
撃
機
Ｂｰ

29
が
、
日
本
本
土
を
空
襲
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
土
に
近
い
硫
黄
島

に
も
小
型
戦
闘
機
Ｐｰ

51
が
配
置
さ
れ
、

本
土
空
襲
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

各
務
原
で
は
、
13
回
の
空
襲
が
あ
り
ま

し
た
。
中
で
も
規
模
が
大
き
か
っ
た
の

は
、
１
９
４
５（
昭
和
20
）年
６
月
22
日
と

26
日
の
空
襲
で
す
。
両
日
と
も
Ｂｰ

29
が

　

２
回
ず
つ
、
合
計
１
６
３
機（
一
部
は
三

重
県
を
空
襲
）が
飛
来
し
、
落
と
さ
れ
た

爆
弾
の
総
重
量
は
８
２
６
ｔ
に
及
び
ま
す

（
表
１
）。
攻
撃
目
標
は
川
崎
航
空
機
、

三
菱
重
工
、
航
空
廠
、
飛
行
場
、
技
能
者

養
成
所
等
で
し
た
。

　

各
務
原
が
空
襲
で
狙
わ
れ
た
理
由
は
、

飛
行
場
を
中
心
と
し
た
航
空
機
産
業
、
航

空
技
術
者
教
育
が
盛
ん
な
町
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
６
月
22
日
の
空
襲
で
は
２
ｔ
爆
弾

で
工
場
群
が
大
ま
か
に
破
壊
さ
れ
、
４
日

後
の
空
襲
で
は
残
っ
た
建
物
が
２
５
０
㎏

爆
弾
で
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
両

日
で
、
航
空
機
関
連
施
設
の
75
％
以
上
が

失
わ
れ
ま
し
た（
写
真
６
）。

　

岐
阜
空
襲
や
大
垣
空
襲
は
焼
夷
弾
で
町

を
焼
き
尽
く
す
無
差
別
爆
撃
で
し
た
が
、

各
務
原
空
襲
は
爆
弾
で
航
空
機
関
連
施
設

を
狙
う
精
密
爆
撃
が
主
で
し
た
。
各
務
原

で
は
２
２
７
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
が
、
国
の
空
襲
対
処
措
置
が「
職
場
死

守
」か
ら「
遠
隔
退
避
」へ
変
更
さ
れ
た
こ

と
で
、
速
や
か
な
避
難
に
よ
り
被
害
が
最

小
限
に
と
ど
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　

掩
体
壕
と
は
、
航
空
機
の
機
体
を
空
襲

の
爆
風
か
ら
守
る
た
め
の
シ
ェ
ル
タ
ー

で
、
大
き
く
２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

動
員
さ
れ
た
老
人
や
航
空
整
備
学
校
の

生
徒
が
、
土
を
土
手
状
に
盛
り
上
げ
て
造

る
無
蓋
掩
体
壕
、
専
門
工
人
が
発
破
や
セ

メ
ン
ト
を
用
い
て
半
地
下
式
や
洞
窟
式
の

囲
い
を
造
る
有
蓋
掩
体
壕
が
あ
り
ま
す
。

共
通
点
は
、
誘
導
路
で
飛
行
場
に
結
ば
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　

無
蓋
掩
体
壕
は
、
本
土
空
襲
に
備
え
て

造
ら
れ
ま
し
た
。
有
蓋
掩
体
壕
は
、
本
土

決
戦（
上
陸
戦
）に
備
え
て
特
攻
機
を
隠
す

た
め
に
陸
海
軍
の「
決
号
作
戦
」に
基
づ
い

て
造
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
完
成
前
に

　
終
戦
を
迎
え
、
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
も
、
前
渡
地
域
に
は
、
長
根
山
掩

体
壕（
半
地
下
式
）・
矢
熊
山
北
掩
体
壕

（
半
地
下
式
）・
矢
熊
山
南
掩
体
壕（
洞
窟

式
・
写
真
７
）が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

日
中
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
１
９
３
７

（
昭
和
12
）年
頃
か
ら
、
日
本
は
戦
時
体

制
に
移
行
し
て
い
き
ま
す
。
物
価
が
高
騰

し
、
戦
時
国
債
の
強
制
購
入
な
ど
で
家
計

が
圧
迫
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
召
集
令
状

が
届
い
た
男
性
は
、
軍
に
入
隊
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た（
写
真
８
）。

　
「
銃
後
」と
呼
ば
れ
る
、
戦
場
へ
直
接
行

か
な
い
人
た
ち
も
、
警
防
団
、
国
防
婦
人

　

会
な
ど
を
組
織
し
て
戦
争
へ
協
力
し
ま
し

た（
写
真
９
）。
金
属
や
食
料
品
な
ど
を
供

出
し
、
ま
た
国
民
徴
用
令
や
学
徒
勤
労
令

な
ど
に
よ
り
、
軍
需
物
資
や
食
糧
を
生
産

す
る
勤
労
奉
仕
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

１
９
４
４（
昭
和
19
）年
、
太
平
洋
戦
争

に
お
い
て
日
本
が
劣
勢
と
な
り
、
本
土
空

襲
の
危
険
が
高
ま
る
と
、
岐
阜
県
は
、
消

火
器
具
・
防
火
水
槽
・
防
空
壕
の
準
備
を

　

呼
び
か
け
、
空
襲
警
報
時
の
消
火
活
動
に

つ
い
て
指
導
す
る
文
書
を
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
頃
は
ま
だ
「
当
時
警
戒
警

報
が
出
さ
れ
て
も
、
窓
か
ら
空
を
眺
め
て

い
る
だ
け
で
避
難
す
る
人
は
誰
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。」と
い
う
体
験
談
の
よ
う
に
、

空
襲
に
対
す
る
切
迫
感
は
無
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

同
年
９
月
、
岐
阜
県
は
川
崎
航
空
機
や

航
空
廠
の
周
辺
に
住
む
人
々
に
対
し
て
、

空
襲
に
さ
ら
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
た
め

　

所
定
の
期
間
内
に
他
所
へ
移
転
す
る
よ
う

通
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
年
４
月
か
ら

５
月
に
か
け
て
鵜
沼
大
伊
木
地
区
で
は
、

鉄
筋
の
代
わ
り
に
竹
筋
を
使
っ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
防
火
水
槽
が
製
造
さ
れ
、
各

家
の
敷
地
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
昭
和
二
十
年　
諸
通
知
書
綴　
那
加
町

役
場
」
　
（
写
真
10
）は
、
１
９
４
５（
昭
和

20
）年
中
に
那
加
町
役
場
が
主
に
町
内
会

長
宛
て
に
出
し
た
文
書
の
綴
り
で
す
。

　

終
戦
時
、
各
地
で
戦
争
に
関
す
る
多
く

の
公
文
書
が
焼
却
処
分
さ
れ
ま
し
た
が
、

奇
跡
的
に
残
っ
た
こ
の
資
料
か
ら
は
、
食

糧
増
産
に
関
す
る
こ
と
、
軍
へ
の
協
力
依

頼
、
空
襲
後
の
対
応
、
ま
た
戦
後
の
米
軍

の
進
駐
に
関
す
る
通
知
な
ど
、
終
戦
前
後

の
那
加
町
の
暮
ら
し
の
一
端
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
土
空
襲

人
も
物
も
戦
争
へ

空
襲
に
備
え
て

那
加
町
の
昭
和
20
年

各
務
原
空
襲

攻
撃
目
標
と
な
っ
た
建
物

爆
弾
に
よ
る
空
襲

掩
体
壕
の
建
設
と
そ
の
性
格

表１　６月の空襲内容（米軍資料より）

写真７　矢熊山南掩体壕（洞窟式）

写真６　爆弾の直撃を受けた川崎航空機本館ビル

任務番号

月日

目標

部隊

出撃機数

投下爆弾

目標
投下弾重量
臨機目標
投下弾

投弾時刻

損失機数

218 219 228 231

6月22日 6月26日

1833( 三菱重工 ) 240( 川崎航空機 ) 1833( 三菱重工 ) 240( 川崎航空機 )

第313爆撃団 第313爆撃団 第58爆撃団 第314爆撃団

28機 21機 79機 35機

90ｔ 116ｔ 411.5ｔ 143ｔ

28ｔ 13.3ｔ 24ｔ―

9：16 ～ 9：18 9：19 ～ 9：23 9：12 ～ 9：55 9：26 ～ 10：00

0 1 1 1

攻撃高度 4,800～5,600ｍ 4,900～5,500ｍ 4,500～5,100ｍ 4,500～5,300ｍ

ＡＮ-Ｍ56(2ｔ)Ｌ．Ｃ．
ＡＮ-Ｍ56(2ｔ)Ｌ．Ｃ．

ＡＮ-Ｍ66(1ｔ)Ｇ．Ｐ．
ＡＮ-Ｍ64(250㎏ )Ｇ．Ｐ．ＡＮ-Ｍ64(250㎏ )Ｇ．Ｐ．
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かかみがはら百科＋　戦後80年 各務原市と太平洋戦争かかみがはら百科＋　戦後80年 各務原市と太平洋戦争

戦後の苦難と復興への道
資料から見る各務原市と太平洋戦争

　

１
９
４
５（
昭
和
20
）年
８
月
15
日
、
長

か
っ
た
戦
争
が
終
わ
り
日
本
は
、Ｇ
Ｈ
Ｑ

（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）の
占

領
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。
各
務
ヶ
原
飛
行

場
に
も
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
部
隊
、
４
０
０

０
人
以
上
が
進
駐
し
て
き
ま
し
た
。「
キ
ャ

ン
プ
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
」の
は
じ
ま
り
で
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
正
門
付
近（
現
在

の
那
加
大
東
町
・
写
真
11
）に
は
、
外
国

人
相
手
の
バ
ー
や
ク
ラ
ブ
な
ど
が
出
現
し

　

ま
し
た
。
町
の
風
景
は
一
変
、
人
々
は
ア

メ
リ
カ
軍
に
よ
る
町
の
発
展
に
期
待
し
ま

し
た
が
、
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
９
月

に
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
兵
士
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
き
っ
か
け
に
警
官
が
発
砲
、
兵
士
が
負

傷
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

町
の
治
安
は
乱
れ
、
人
々
の
不
安
も
高

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
戦
後
の
日
本
の
再
軍
備
を

防
ぐ
た
め
旧
日
本
陸
海
空
軍
の
解
体
、
各

種
軍
需
産
業
の
停
止
を
命
じ
、
各
務
原
の

航
空
機
産
業
も
存
続
の
危
機
を
迎
え
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
１
９
５
０（
昭
和

25
）年
に
始
ま
る
朝
鮮
戦
争
に
は
ア
メ
リ

カ
軍
も
参
戦
し
、
翌
年
、
日
本
が
国
と
し

て
の
独
立
が
認
め
ら
れ
る
と
、
１
９
５
２

（
昭
和
27
）年
に
は
、
日
本
国
内
で
の
航
空

機
産
業
の
再
開
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

ず
は
ア
メ
リ
カ
軍
機
の
整
備
や
修
理
が
開

始
さ
れ
、
各
務
原
の
航
空
機
産
業
は
第
二

の
誕
生
を
迎
え
ま
す（
写
真
12
）。

　

キ
ャ
ン
プ
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
と
な
っ
て
い
た
旧

各
務
ヶ
原
飛
行
場
は
、
１
９
５
４（
昭
和

29
）年
に
発
足
し
た
自
衛
隊
の
補
給
基
地

　
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
５
８（
昭
和

33
）年
に
は
、飛
行
場
が
日
本
に
返
還
さ
れ
、

自
衛
隊
岐
阜
基
地
が
発
足
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
基
地
周
辺
に
響
く
航
空
機
の

騒
音
は
激
し
く
、
ま
た
、
１
９
７
０
年
代

に
基
地
へ
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
が
発

表
さ
れ
る
と
、
平
和
を
願
う
市
民
に
よ
る

激
し
い
反
対
運
動
も
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
１
９
６
２（
昭
和
37
）年
に
始
ま

る
岐
阜
基
地
航
空
祭
は
、
10
万
人
以
上
が

訪
れ
る
市
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す（
写

真
13
）。
航
空
機
を
間
近
で
見
ら
れ
、
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
チ
ー
ム
の
高
度
な
飛
行

技
術
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
航
空
機
の
町

を
実
感
で
き
る
催
し
が
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

朝
鮮
戦
争
と
自
衛
隊
の
発
足
を
き
っ
か

け
に
航
空
機
産
業
が
復
活
し
、
各
務
原
市

は
、
我
が
国
有
数
の
航
空
機
産
業
の
町
へ

発
展
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
争
に
と
も

な
う
飛
行
場
・
航
空
機
は
、
各
務
原
市
の

歴
史
に
、
絶
え
ず
明
る
い
光
と
暗
い
影
を

投
げ
か
け
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

　

各
務
原
市
で
は
、
１
９
９
０（
平
成
２
）

年
、
最
も
激
し
い
空
襲
の
あ
っ
た
６
月
22

日
を
、
平
和
の
尊
さ
を
未
来
へ
伝
え
る「
平

和
の
日
」と
定
め
ま
し
た
。
戦
後
80
年
を

迎
え
、
戦
争
や
空
襲
を
体
験
し
た
人
は
ほ

と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
今
こ
そ
、
私
た
ち

市
民
一
人
一
人
が
、
戦
争
と
飛
行
場
・
航

空
機
が
歩
ん
だ
歴
史
を
学
び
、
未
来
に
伝

え
て
い
く
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

写真 13　岐阜基地航空祭（2018 年）

終
戦
と
ア
メ
リ
カ
軍
の
進
駐

航
空
機
産
業
の
停
止
と
復
活

自
衛
隊
岐
阜
基
地
と
各
務
原
市
民

歴
史
を
伝
え
て
い
く
た
め
に

写真 11　キャンプGIFU 正門前（昭和 20年代）

写真 12　アメリカ軍機のオーバーホール（昭和 20年代）

　明治時代の中頃まで、各務野はとても静寂で小鳥や虫、獣の鳴き声くら

いしか聞こえませんでした。ところが 1889（明治 22）年、二十軒から三井

山麓までの 3,751 ㎡の土地が陸軍の大砲射的場になり、「天地も裂くるよ

うな砲聲がひびく…道行く人は砲聲の音に驚きて首を縮め足を早めて通

り過ぐる…」と、変化した様子を『各務原今昔史』が記しています。

　この砲弾は、1997（平成９）年に市内で採集されたもので、各務ヶ原大砲

射的場時代に使用されたものと考えられています。

天地も裂くるような砲聲

　木製プロペラの両端を切り落とし、中央の軸穴を広げ銅板成形のカッ

プをはめ込んだものです。

　側面の刻書「甲式四型戦闘機」とは、フランス製のNiD 29 を中島飛行機

がライセンス生産した機体名です。「イ式 300 ㏋」とは、三菱内燃機が国産

化したイスパノ・スイザ三百馬力発動機です。「288　昭和４年 12 月 23

日」は、製造ロットと製造日、一番下には木製プロペラを生産していた日

本楽器製造㈱（ヤマハ）のロゴが刻まれています。

火鉢に転用された
　　木製プロペラ

　戦後に払い下げになった東飛行場付近の農家から、新たに航空機部品

が見つかりました。この部品は、機体の先端にエンジンを固定するための

鉄製フレームです。断定はできませんが、一式戦闘機「隼」のものと推定さ

れます。

　丸い形をしているのは、エンジンの気筒が放射状（360 度）に配置され

る、いわゆる星型エンジン用だからです。戦後、航空機部品の多くが金属

資源として回収される中、このように残ったことは非常に貴重です。

戦前の航空機部品

　第 40教育飛行隊（特攻隊）に所属したと思われる３人は、各務村内に寄

宿して各務ヶ原飛行場へ通いました。その道中、村の婦人と顔なじみにな

り交流が始まりました。

　終戦の 10日くらい前、彼らに移動命令が下ると別れの挨拶のため、こ

の家を訪れ「もう生きて逢える事はないので、記念の一筆を残しておきま

す。今僕たちの思いを書いていきます。」と、娘の洋裁の帳面に書き残して

いきました。幸い、彼らの出撃前に終戦となりました。

特攻隊員が書き残した辞世の句

　1932（昭和７）年、二十軒駅の南側に陸軍航空本部補給部各務原支部の

見習工養成所（技能者養成所）ができました。東北地方から７人の青年が入

所した当時、宿舎は未完成でした。そこで、地元の石黒航空廠主計曹長宅

へ下宿することになりました。　　

　1939（昭和 14）年 10 月 29 日、彼らは赴任先の満州へ出発します。その

直前に、お世話になった下宿先へ深い感謝の気持ちを込め、自分たちの氏

名を記した机を贈りました。彼らが、その後にどうなったかは不明です。

上司への感謝　渡満記念の机

　爆撃機から投下される無誘導（自由落下）爆弾は、弾体、信管、羽根、安定

翼からなります。弾体は主に鉄で作られ、内部には炸薬が充填されていま

す。信管は感知部を弾頭に、起爆部を弾底に分けて配置し、電線で繋いで

あります（弾頭点火弾底起爆信管）。

　爆弾は頭を下にして落ちるため、弾頭で衝撃を感知した瞬間に起爆す

る（瞬発）、遅れて起爆する（遅発）などの設定ができます。羽根は落下中に

回転して安全装置を解除し、安定翼は爆弾の姿勢を整えます。

爆弾の仕組み（250 ㎏爆弾の例）

農家から発見される
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